
◎知識の運用力を完成させ、合格に向けて実戦力を鍛え上げる。

入試理科では、高度な内容が出題されます。中学受験コース6年生の理科では、入試に必要なものを厳選し、
教科書レベルから無理なく入試応用レベルまで到達できるような教材構成になっています。また、6年生の後
半では、6年生前半までに学習した内容を総復習して重要事項を確認するとともに、知識の運用力が試される
問題により多く取り組んでいくことで、どのような問題にも対応できる力をつけていきます。

Ｚ会中学受験コース６年生の理科では

知識の運用力を完成させ、どのような入試問題にも対応できる力をつけます。

学習例：
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要点の例題の類題で、解き方が身についているかを確かめます。例題
で学習した内容だけでなく、この問題で初見の内容も含まれています。

練習問題では解答欄を見開きページの右下へ集約しています。
復習時は、ここを隠すことで再度問題に取り組むことができます。

●入試頻出問題に多く取り組み、慣れる
…………………………………………………………………………………………………………………………………
要点の内容で学習した内容を理解できているか、練習問題で確かめます。入試頻出問題のさまざまなパターンを解くこと
ができるので、解き方にも慣れることができます。また、近年入試での出題が増えている「既知の内容」と「初見の内容」を
組み合わせて解く問題にも取り組みます。

●6年生後半では……
……………………………………………………………………
6年生後半では、6年生前半までに学習した内容を総復習し、知
識の運用力を高めます。扱う練習問題の難度も以前の学習より
も難度の高いものになっています。「参照」でどの教材のおさら
いかを示していますので、まだ身についていない所がある場合、
その教材に戻って要点を読むなどして復習するとよいでしょう。

●書くことで理解を深める
…………………………………
要点を読んだり授業映像を見たり
して内容を理解しながら授業ノー
トの空欄に言葉や数を書き入れて
学習を進めることによって、無理
なく理解を深めることができます。

●小学校で習わない内容でも無理なく理解
…………………………………………………………………………………………………………………………………
「浮力」は、小学校では習いませんが、入試で頻出です。小学校では習わない難度の高い内容でも、まず、身近な話題を
取り上げることにより、無理なく学習を進めることができます。

●重要ポイントを明確に
………………………………………
各項目の最後のまとめコーナー「覚え
ておこう」で項目のポイントを明確に
し、再度確認することで、さらなる知
識の定着をめざします。

●復習しやすい
………………………………
関連した既習事項を示す
「ちょっと復習」、まちがえや
すい点を強調した「要注意」、
重要ポイントを抜き出した「こ
こをチェック」といったコー
ナーを設け、復習がしやすく
なるよう工夫をしています。

●例題で問題を解くときの
　基本的な考え方を確認
………………………………………
6年生では、計算力を必要とする問題
に多く取り組みます。「例題」では問
題を解くときの基本的な考え方を示
し、「ポイント」では例題の解き方に
沿って考え方のポイントを示していま
す。計算問題の解き方の基本は、こ
れでばっちりです。


